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プロフィールプロフィール

大熊 毅（おおくま たけし）
日本政策投資銀行九州支店長

５２歳、茨城県出身。
慶應義塾大学商学部卒業。

昭和５０年に日本開発銀行入行後、ロン
ドンビジネススクール留学、公正取引委
員会出向などを経験。

銀行では主に地域開発、都市開発分野を
担当し、平成１６年６月より現職。九州
勤務は３度目。高千穂大学大学院非常勤
講師を兼任。
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戦略（ビジョン、志向性）的観点から

戦術（効率性）的観点から

産学官連携 ⇒ 研究開発資源の有効活用

大学は知の創造拠点［国全体の1/3（26万人）の研究者、1/5（3.2兆円）の研
究費が投入されている］

先行する欧米
急追するアジア等 大学改革

法人化（自立・自律化）

キャッチアップ時代からフロントランナー時代への移行

知（知識、知価）⇒ 先端科学・技術［重点分野：①ライフサイエンス、②

情報通信（ＩＴ）、③環境、④ナノテク・材料］を活用した（ラディカ
ル・）イノベーションが必要。

地域の自立的発展

地域の知の拠点が必要。

１．「大学発ベンチャー」への期待１．「大学発ベンチャー」への期待

大学、「大学発ベンチャー」への期待
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２．「大学発ベンチャー」によるイノベーション・モデル２．「大学発ベンチャー」によるイノベーション・モデル

共同研究等に加え、大学等高等研究機関の研究成果（シーズ）の
活用を図る「大学発ベンチャー」により、ハイリスクのラディカ
ル・イノベーションに自律的、機動的に取り組むのが今後の一つ
のモデル。

基礎研究・シーズ

既存企業

大学等

学術論文
学会発表

先進国

応用研究・開発
具現化

既存企業

特許権
技術移転

先進国

事業・ニーズ
品質・コスト

既存企業

製造技術
新製品

アジア

段階

担い手

成果物

競争者

スパイラル・モデル
チェインリンクト・モデル
コンカレント・モデル
アブダクション・モデル
インタラクティブ・モデル

「ベンチャー」

共同研究・受託研究

リニア・モデル

（参考：小樽商科大学瀬戸助教授作成資料）

目的→課題→仮説 → 検証 → 軌道修正→ ･･･ →課題解決→目的達成

（計画・プラン）
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技術・人材

エンジェル、
機関投資家

連携

金融機関等

投資家

カーブアウト
元企業

・投資管理、出資者間調整

・ｶｰﾌﾞｱｳﾄ ﾃﾞｭｰﾃﾞｨﾘ・親元交渉

・事業化支援・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

（CEO派遣、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略等）

ファンドﾏﾈｼﾞｬｰ

カーブアウトファンドカーブアウトファンド

カーブアウト元企業

ｻﾌﾞｺｱ事業

社内ﾍﾞﾝﾁｬｰ

技術・人材

カーブアウト企業

投資・事業支援

外部機関

・技術評価機関

・マーケティング機関

・シンクタンク、コンサル

・大学、自治体 他

IP,技術供与

技術事業化ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰｺﾐｯﾃｨ
（ﾒｰｶｰ技師長OB、ベンチャー社長等）

３．「カーブアウト」への期待３．「カーブアウト」への期待
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４．アイデアからビジネス・コンセプトへ４．アイデアからビジネス・コンセプトへ

技術、商品（製品・サービス）について...

技術 商品 市場 システム

× × ×

何を 誰に

どうやって

画像処理 画像処理ソフト 個人・会社 特になし

（使い易さ） 年賀状作成ソフト 個人 宛名書ソフトと
連携

（高品質） 超鮮明ゲームソフト ゲームソフト
会社

ブランド化
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５．ベンチャー支援のための金融モデル５．ベンチャー支援のための金融モデル

EXIT
（IPO、M&A）

その他のEXIT

事業再生

シード スタートアップ アーリー ミドル レイター

事業再生ファンド

一般融資・債務保証

知的財産権担保融資
・債務保証

新規事業投資㈱ 出資

新株予約権付融資・債務保証
（以前はワラント債応募）

ベンチャー・インキュ
ベーション・ファンド

コミュニティ
・クレジット

～ ベンチャーの発展ステージ ～


